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　「Barenziah女王の伝記」第一巻
　帝国書記官Stern Gamboge著
　第二時代の後期に、今ではMorrowindに於ける帝国領であるMournhold王国の支配者として、一人の女の子Barenziahが誕生したのである。五歳になるまで、Dark Elfの王家の子供に相応しいような極上の奢侈と警備の中で育てられていた。その当時、Tamrielの初代皇帝で在らせられるTiber Septim 一世陛下は、Morrowindの退廃的指導者たちが屈服して、帝国主導の改革を実施するように所望なさっていた。自慢の種である魔術を鼻に掛けて、Tiber Septim陛下の軍勢が国境に進軍するまで、Dark Elfたちは高慢にも要求を拒んでいた。そうして始めてDunmerたちは意欲的に停戦調停の署名を迅速に為すものであったが、すでに数回の戦闘は勃発しており、軍勢の一部は西方のMournholdへと、今のAlmalexiaへと進んでいたのである。
　幼い女王のBarenziahと彼女の乳母は廃墟の中から発見された。そこで、帝国軍の将軍であるSymmachusは、彼自身もDark Elfであったが、次のように皇帝陛下に進言したのである。その子供は何時か有用の存在となるため、それ故に、近々に帝国軍を退役する忠実な保護者を彼女に付けるべきである、と。
　Sven Advensenは退役に際して伯爵の称号を授けられた。彼の領地は、Skyrimの中央に位置する小さな街の Darkmoorであった。Sven伯爵と彼の妻は女王を我が子のように育て上げて、そして、帝国の美徳である恭順・思慮・忠誠・敬虔を適切に大事に教え込んでいった。まもなく、Morrowindの新たな支配階級の一員として、彼女は自身の環境に慣れていったのである。
　少女に育ったBarenziahは、美と気品と知性とに溢れていた。彼女は優しい性格の持主であり、養父母と彼らの年若い五人の息子とにとって喜びであり、その息子たちは年上の姉として彼女を愛していたのである。その容姿の他に、Barenziahは同年代の少女たちと違っていた。つまり、彼女は木々や大地に対する強い感受性を持っており、しばしば家庭での義務を離れて、その木々や大地のところへと足を運んでいたものである。
　十六歳になるまで、Barenziahは幸福で満ち足りていた。一人の邪な孤児の少年馬丁――慈悲の心から、Barenziahは彼に力を貸していた――が次のように言うまでは。すなわち、彼女の保護者であるSven伯爵の下に一人のRedguardが訪れて、Barenziah をRihadに妾として売るように共謀していたのを漏れ聞いたのである、そのように言うまでは。Sven伯爵たちによれば、Barenziahの黒肌のせいでNord もBretonも彼女との結婚を望まないし、Dark Elfも外国流の教育を受けた彼女とはそれを望まないであろうから、そのように少年馬丁は続けたのである。
　「どうすれば良いのかしら？」可哀相な少女は、身を震わせてサメザメと泣いてみせる。何故なら、天真爛漫と信頼の内に育った彼女にとって、友人の少年馬丁が欺いたようなことは決して起こらなかったからである。
　その邪な小僧――彼の名前はStrawである――は彼女に言った。もしも自分の貞操を重んじるならば、ここから逃げ去るべきである。しかし、僕も保護者として付いて行こう、と。悲しみに満ちながらも、この計画を彼女は受け容れたのである。その深夜に彼女は少年の姿に変装すると、二人は近隣の街であるWhiterunへと逃亡したのである。そこで数日を過ごした後に、彼女たちは何とかして、いかがわしい隊商の警護という仕事を手に入れた。帝国の主道に支払わねばならない法規の交通料を避けるという嘘の試みのために、その隊商は側道を通って東方に向かって行った。こうして二人はRiftonまで追跡を避けて、そこで暫らく腰を落ち着けていた。彼女たちは安心感を覚えていた。何故なら、そのRiftonは、Dark Elfの決して珍しくないMorrowindとの国境の近くであったからである。
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　本書の第一巻に於いて、Barenziahの父親がTiber Septim 一世陛下に対して叛旗を翻してMorrowindに破滅を齎すまで、元来は彼女がMournholdの王座の後継者であったことを述べておいた。皇帝陛下の大いなる慈悲心によって、子供であったBarenziahは両親と共に殺害されることは無く、忠実なる帝国臣民であるDarkmoor のSven伯爵の下で育てられたのである。彼女は美しくも敬虔なる子供に育って、その保護者の庇護に対する信頼に満ちていた。しかしながら、この信頼は、Sven伯爵の地所に勤める邪な孤児の少年馬丁に付け込まれてしまった。Barenziahが十六歳の時に、彼は讒言を弄して一緒にDarkmoorから逃げ去るように仕向けたのである。旅路での多くの冒険の末に、Morrowindとの国境に程近いSkyrimの街であるRiftonに、彼女たちは腰を落ち着けたのである。
　その少年馬丁Strawは全くの邪悪というものではなかった。彼は彼なりの我侭な流儀でBarenziahを愛していたのであり、彼女を繋ぎ止めておくための方法として考えられるのは、彼には詐欺しか存在していなかったのである。当然ながら、彼女がStrawに対して感じていたのは友情のみであるが、しかし、少しずつでも心変わりをするかも知れないことに彼は望みを抱いていたのである。Strawは小さな牧場を購入して心地よい結婚生活を送ることを求めていたが、しかし、その当時の稼ぎでは辛うじて逃亡生活を送るのに間に合うだけであった。
　Riftonに滞在して直ぐに、Strawは大胆不敵にして悪辣なるKhajiitのTherrisに出会った。そして、街の中心地区に在る帝国司令官の邸宅へ盗みに入ろう、そのようにTherrisは提案したのである。彼が言うには、その仕事の依頼人は帝国に対する反逆者であり、その邸宅で集めた如何なる情報についても充分な報酬を与えてくれるのである。この計画を偶然にも漏れ聞いていたBarenziahは非常に驚いてしまった。彼女は密やかに部屋を後にすると、自暴自棄に陥りながらRiftonの街を歩いていた。帝国に対する忠誠と、そして、友人に対する愛情とに引き裂かれながら。
　結局のところ、私的友情よりも帝国に対する忠誠が勝った。帝国司令官の邸宅に足を運んで本当の身元を明かすと、彼女の友人による計画を帝国司令官に警告したのである。その帝国司令官はBarenziahの話を聞くと、その勇気を賞賛して彼女に決して害を与えないと請け合った。その帝国司令官こそ、Symmachus将軍その人に他ならなかったのである。Barenziahが姿を消して以来、彼女を捜して地方を駆け回っていたのだが、ちょうどRiftonに着いて追跡に従事していたのである。Symmachusは彼女を保護下に入れると次のように知らせた。すなわち、妾として売るために追い払われるどころか、十八歳になれば直ぐにでも、BarenziahはMournholdの女王として復位することになっている。そして、その時までは、Septim家と共に新設の帝都に住んで、統治に関する事柄を学びながら帝国宮廷に在籍することになるのである、と。
　帝都では、Tiber Septim帝の治世の中頃に於いて、Barenziahは彼に助力を与えていた。Tiber陛下の子息たち、とりわけ最年長の後継者であるPelagius様は、彼女を妹の如く愛するようになったのである。日々のバラッドは、彼女の美・貞節・機知・見識を賞賛するものであった。十八歳の誕生日には、生まれ故郷に戻る彼女のために、その前座として、帝都全体が別れの行列を成して見送ったものである。その門出に際して人々は悲しみに暮れたけれど、しかし、Mournhold王国の君主という輝ける運命がBarenziahを待っていると誰しもが知っていたのである。
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　本書の第二巻に於いて、如何にしてBarenziahがTiber Septim陛下と彼の家族によって新設の帝都へと快く迎え入れられたか、そして、その約一年の滞在の間に恰も長らく失われていた娘のように彼らがBarenziahを取り扱っていたのか、これらについて述べておいた。帝国臣下の女王としての責務を学んでいた幸福なる数ヶ月の後に、帝国将軍Symmachusは彼女をMournholdへと護衛して行った。そこで、彼の賢明なる助言の下に、民衆のための女王としてBarenziahは責務を果たすことになったのである。少しずつ惹かれ合っていった二人は婚姻を結ぶと、皇帝陛下その人も列席する盛大なる祝典に於いて女王の王冠を戴いたのであった。
　結婚から数百年の後に、祝福と歓喜の祈りに於いて、王家の夫婦に息子のHelsethが授けられた。その当時、公式的には知られていなかったけれど、この祝福すべき出来事の直前に、Mournholdに在る炭鉱の深きに鎮座していた〈混沌の杖〉〔The Staff of Chaos〕が、Nightingaleとのみ知られている狡猾なる謎めいた吟遊詩人によって盗み出されていたのである。
　Helseth の誕生から八年の後に、Symmachusの母親に因んだMorgiahという名前の女の子が誕生する。こうして、王家の夫婦の喜びは磐石であるかのように思われた。ああ、悲しいかな。その後に、奇妙にも帝国との関係は悪化して、それによってMournholdの市民の安寧は損なわれてしまったのである。実りの無い調査と和解の試みが為された後に、絶望に包まれながらも、Uriel Septim七世陛下に対する嘆願を求めて、Barenziahは幼い我が子らを連れて帝都に赴いたのである。Symmachusは不満分子である農民や貴族との折衝のためにMournholdの地に留まると、出来うる限り、焦眉の急である叛乱を食い止めようと努めていたのである。
　皇帝との謁見の間に、Barenziahは魔術によって、いわゆる皇帝であるはずの男が一人の詐称者、あの〈混沌の杖〉を盗み出したNightingaleに他ならないと気付いて恐怖と狼狽に襲われていた。多大なる精神力によって自分をコントロールすると、この事実に気付いたことを彼から隠し通しておいた。その昼に、Mournholdの叛乱農民との戦闘に於けるSymmachusの戦死、そして、叛乱者たちによる王国の継承という知らせが舞い込んだ。こうして、何処に誰から助けを求めればよいのか、それがBarenziahには分からなくなってしまったのである。
　その運命の夜に、あたかも損失を補填するかのように、神は明白に彼女へと注意を向けていた。Uriel SeptimとSymmachusの旧友であるHigh Rock国王のEadwyreが、ちょうど社交上の用事から立ち寄っていたのである。彼はBarenziahを慰めると、友情とそれ以上のものに賭けて、彼女の疑念――あの皇帝は実に紛いであり、宮廷付きの戦闘魔術師Jagar Tharnに他ならず、Nightingaleの変装の一つに過ぎない――を確かめると誓った。恐らく、Jagar Tharnは公務から退いて隠遁すると、Ria Silmaneを助手に任用して自身の代理としたのである。この不運なる助手は、後に、奇妙な境遇の下に死へと追いやられてしまう――恐らく、彼女の関与する謀略が露呈して、そのために即座に処刑されたのであろう。しかしながら、彼女の幽霊はEadwyreの夢の中に姿を現すと、真の皇帝はTharnに誘拐されて別次元に監禁されていると明かしたのである。そして、この悪辣なる謀略を評議会に警告しようと試みた彼女は、〈混沌の杖〉を用いたTharnによって殺害されてしまったのである。
　EadwyreとBarenziahは共謀して、偽の皇帝の信頼を得るようにした。その一方で、明らかに素晴らしいものでありながら未だに未開発の潜在能力を持つような、〈勇者〉〔The Champion〕としてのみ知られるRiaの友人は、〈帝国地下牢〉〔The Imperial Dungeons〕の内に監禁されてあった。しかし、Riaは彼の夢に入り込むと、そこから脱出するための計画を練り上げるまで好機を待つように言ったのである。こうして、詐欺師の化けの皮を剥がす任務に、彼は就くことが出来るのであった。
　Barenziahは偽の皇帝に対する魅了を続けており、そうして彼と親しくなっていった。どうにかして彼の秘密の日記を読んで、あの〈混沌の杖〉が八個の欠片に壊されてTamriel中に散らばった遠方に隠されてあることを知り得た。そして、Riaの友人の閉じ込められている独房の鍵の写しを何とかして手に入れると、衛兵に袖の下を渡して偶然を装って立ち去らせておいた。こうして、Barenziah にもEadwyreにも名の知られていない我らが勇者は、Riaが薄れ行く自身の力で以って〈帝国迷宮〉の奥まった一隅に開けておいた転移の扉〔shift gate〕を通って脱出したのである。そして、遂に自由の身となった彼／彼女は、ほとんど即座に仕事を開始したのであった。
　杖の隠されている八地点の全てを知るまでには、会話を立ち聞きしたり数少ない機を見てTharnの日記を一瞥したりと、それから更に数ヶ月が必要であった。ひとたび重要な情報を手に入れると、すぐさまRiaに知らせて、それを受けて彼女は勇者に情報を廻していた。こうして、彼女もEadwyreも時間の節約に努めたのである。そして、彼らは、Eadwyre の家系が代々の支配者を務める、High Rock領のWayrestへと逃げ去ることにした。そのWayrestで、どうにか彼らを帝都に連れ戻そうと、少なくとも仕返しの一つでもしてやろうと何度か迫ってくるTharnの取り巻きを何とかして受け流したのである。Tharn、彼は恐らくBarenziah以外については――その彼女以外の何についても――決して間抜けではなく、勇者を追い詰めて亡き者にすることに全力を注いだのである。
　周知のように、勇敢かつ豪胆なる、永久に名の知られることの無い勇者は、〈混沌の杖〉の分けられた八個の欠片を再び組み合わせることに成功したのである。それを用いてTharnを打ち破ると、真の皇帝Uriel Septim七世陛下を救出したのであった。その〈平和の回復〉〔Restoration〕が知られるようになった後に、Septim王朝に対して長らく真摯に仕えてきた人間に相応しく、Symmachusを記念する壮大なる国家的礼拝が帝都では催されるようになったのである。
　Barenziahと善良なる王Eadwyreは、試練と冒険を通じて互いに深く気を寄せ合うようになって、帝都からの逃亡の後に、その同年に二人は婚姻を結んだ。Symmachusとの前の結婚の際に成した二人の子供はBarenziahの下に留まり、彼女の不在であるMournholdを統治するために一人の摂政が任命されることになった。
　そして、現在まで、Barenziah 女王は、Helseth王子とMorgiah王女と共にWayrestに暮らしていたのであった。Eadwyreの死の後には、彼女はMournholdに戻ろうと計画している。二人が結婚した時には既に充分に老いていたので、その出来事の訪れる日も、悲しいけれどElfの時間感覚から言うならば、決して先のことではないのである。そして、その日が来るまでは、彼女は夫と共にWayrest王国を統治して、ようやく得られた平穏にして事件も起きない生活に喜んで満足しているようであるのだ。
